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【問 題】 
古典的テスト理論(CTT)では、観測変数の得点を真の得点
と（確率）誤差の和としている。そして、信頼性係数を全体
分散と真の分散の比として定義している。因子分析モデル
(FA)では、観測変数の分散（標準化したものでは１）を、共
通性と独自性の和としている。この独自性は特殊性と誤差の
分散の和と定義され、CTTの真の得点の分散は共通性と特殊
性の和に相当する（Thurstone,1947）。FAの共通性は、特殊性
をモデルに取り込んでいない分だけ、より厳密なその変数の
信頼性係数と考えることもできる。 
尺度の構成では、項目を観測変数として探索的因子分析を
おこない、因子パターン行列から項目を選び出す手順が一般
的なものとなってきている。構造方程式モデリング(SEM)で
検証的因子分析を適用した場合でも、構成した尺度の信頼性
は、CTTをベースとしたα係数で報告していることが多い。 
Cattell & Tsujioka(1964)あるいは辻岡(1964)は、FAで特定し
た共通因子の方向と構成した尺度の方向との関係を因子的真
実性係数として指標化している。彼らの方法は、まず、小包
（下位尺度）を対象として共通因子をおこない、次に、因子と
項目との相関から項目の因子構造を延長因子分析として求め、
そして、因子間相関の逆行列から項目の因子パターンを求め、
最後に、因子軸の方向に合成するように項目を選択し、尺度
を構成・評価する方法である（辻岡・清水,1975）。 
この理論とは独立に、McDonald(1999)は、観測変数を項目
とした信頼性係数をωとして、FAあるいは SEMの立場から
提案している。1次元での項目の因子パターンの和の２乗を、
これと項目の独自性を 2乗和して足した値で割ることによっ
て定義されるωは、尺度と因子との相関係数（尺度の因子構
造）の 2 乗に一致する。1 次元では、因子パターンと因子構
造の区別はなく、このωは尺度の共通性でもある。 
ここでは、ωを FA 多因子モデルに拡張し、構成した尺度
の因子構造と因子パターンのそれぞれのベクトルを定義する
ことによって、尺度の共通性を求めてみることにする。 
【構成尺度の共通性：多次元の場合 kω】 
p 個の観測変数（項目）についての因子分析モデルを
εΛηy += と表す。尺度は、m個の因子の第 k因子に高い
因子パターンを持つ項目として p 個の中から選択された t 個
を対象とし構成するとして、その合成得点を it y と表す。 ( ) ε1Λη1εΛη1y1 tttttit y ′+′=+′=′=  
ここで、 Λt は、 Λの中から尺度構成のために選ばれた t 個
の項目の因子パターン行列（t×m）である。ηは m個の因子
からなる因子得点ベクトルである。 εt は、同じく選ばれた t
個の項目の独自性得点ベクトルである。なお、1′は、t 個の
１からなる単位行ベクトルである。因子間相関行列をΦ 、独
自性からなる対角行列をΘ と表すと、構成した尺度の m 次
元空間での因子構造行ベクトルは、因子と尺度との相関関係
のことであるから、次のように定義することができる。 
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この因子構造ベクトルに因子間相関の逆行列を掛けて、構成
した尺度の因子パターンベクトルとすると、斜交因子空間で
この尺度の共通性は、次のように計算することができる。 
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この結果は k 番目の因子において選ばれた t 個の項目を対
象にしている。他の m-1個の因子についても該当する項目を
選び出して同様の手順で共通性（kω）を得ることができる。
なお、因子的真実性係数は、共通性の平方根で尺度の因子構
造の値を割ることによって計算することができる。 
【計 算 例】 
 因子分析（スペースの関係で一部省略）から構成した尺度
の信頼性
を、ここ
で は
Promax
解の 5因
子で各 6
項目を対
象として、
計算して
みた。表
にあるよ
うに『情
動性』は
ほぼ単純
構造であ
る。『協調
性』は単
純構造と
はいえな
い。いず
れの場合
も kωは、CTT によ
る信頼性係数よりも
高い値となった。そ
して、共通因子空間
では、因子も尺度も
方向が合致している。 
【考 察】 
FAや SEMで識別
されるのは独自性で
あり、特殊性を取り
扱うことは、未解決の問題の１つである。CTT と FAは、独
立したモデル体系である。尺度の評価もそれぞれの体系内で
おこなうべきなのではないだろうか。今回の結果をみると特
殊性の操作には、CTT系も成功していない。Cattell & Tsujioka 
(1964)が強調しているように等質性だけが尺度の構成の原理
ではない。共通因子空間の情報を見落としているαには決別
する時代となったのではないだろうか。（SHIMIZU Kazuaki） 
項目 情動性 外向性 誠実性 開放性 協調性 共通性
不安になりやすい 0.87-0.02 -0.01 -0.13 0.02 0.81
心配性な 0.780.07 0.16 -0.10 0.00 0.59
傷つきやすい 0.770.06 0.02 0.12 0.05 0.55
悩みがちな 0.77-0.06 -0.01 0.07 0.02 0.61
動揺しやすい 0.60-0.02 -0.15 -0.10 0.03 0.44
神経質な 0.53-0.12 0.36 0.14 -0.17 0.43
親切な 0.15 0.08 0.01 0.060.830.71
やさしい 0.13 0.09 0.06 0.150.780.70
寛大な -0.13 -0.01 -0.12 -0.060.620.37
わがままな(逆） -0.15 -0.12 0.13 -0.310.430.33
反抗的な(逆） -0.17 -0.15 0.16 -0.640.330.55
批判的な(逆） -0.09 0.06 0.02 -0.370.290.20
情動性 1.00 -0.35 -0.13 -0.13 -0.12
外向性 -0.35 1.00 0.05 0.27 0.03
誠実性 -0.13 0.05 1.00 0.16 0.34
開放性 -0.13 0.27 0.16 1.00 0.16
協調性 -0.12 0.03 0.34 0.16 1.00
Table 1 Big Five形容詞短縮版2005の探索的因子分析（因子パターン
行列、因子間相関行列と共通性、情動性と協調性のみ。他は省略）
注：使用したデータは大学生（N=226）を対象としたBig Five形容詞短縮版2005
の30項目（7件法）で、清水・山本(2007)の表1で、探索的因子分析結果を報告
している。ここでは該当因子で高い因子パターンの項目を逆転処理（逆）して因
子パターン行列を求めて、これらの数値を計算した。
　　　外向性・誠実性・開放性は省略
因子名 λ2 λ3 kω
因子的
真実性
係数
情動性 0.861 0.859 0.878 0.996
外向性 0.848 0.843 0.876 0.997
誠実性 0.733 0.717 0.778 0.982
協調性 0.724 0.705 0.768 0.939
開放性 0.758 0.750 0.768 0.959
注：Guttmann(1945)のλ2とλ3をSPSＳ V.15で計
算した。このλ3はCronbach (1951)のαに相当す
る。詳しくは池田(1973)も参照されたい。
Table 2 Big Five形容詞短縮版2005の探索的
因子分析から構成した尺度の信頼性の推定値
